
42 www.irs-az.com

著名な歴史学者であるナ
シル・ルザイエフ氏が次のよ
うに記している。「我々はア
ゼルバイジャン芸術の最古遺
物をゴブスタンの岩絵だけで
見られる。尖った石で掻かれ
たそれらの画像は紀元前１３
千年紀―１０千年紀に属す
る」。

体鳴楽器の有名な形とし
てゴブスタンにある岩の塊、
所謂ガヴァルダシ―石のタン

バリンが挙げられる。研究
者によると、ガヴァルダシ
の創造の歴史は、人類が動物
界から分離された石器時代
（100万―150万年前）に遡
る。他の史料によれば、ガヴ
ァルダシは、現代人（Homo	
Sapiens）が出現した時に、
が3万5千―5万2千年前の後期
旧石器時代でも知られてい
た。

筆者は2006年にバクー滞

在のTRT放送局の職員グルー
プとともに、自然そのものが
作った楽器、その音質を紹介
する目的でゴブスタンへ行っ
た。そこの岩を興味深く眺
め、我々の祖先の息を感じて
いたかのようだった。ここで
行われた様々な研究に基づい
て学者らは、アゼルバイジャ
ンは人類文化の最古の中心地
の一つであると明らかにして
いる。ゴブスランに関し、そ

楽器は音響の性質によって幾つかのタ
イプに分けることができるだろう。そ
れは、体鳴楽器（調律が少し必要とす
るもの）、打楽器（皮革、人工皮革）
、ドラム、気鳴楽器（菅楽器）および
弦楽器である。形と音響の単純さから
見れば、一番古いのが体鳴楽器であろ
う。アゼルバイジャンにある体鳴楽器
の歴史古さを証明できる歴史、考古
学、文学、言語学と民族学的な資料の
蓄積がある。

ガヴァルダシ

アッバスグル・ナジャフザデ
芸術学博士
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れは独特な天下に原始社会文
化の独特な博物館であり、そ
こに先史以前芸術の最も重要
な作品が少なくない。その地
域は、音楽の発生地であり、
踊りの最初の舞台であり、最
初のアートスタジオである。
国連教育科学文化機構がゴブ
スタンを文化的世界遺産とし
て登録したことも当然のとお
りである。

ゴブスタンの岩絵は、10
万―12万年前に生じたと言わ
れる。それらは、1939年にア
ゼル日ジャンの考古学者のイ
スハック・ジャファルザデ
(1895-1982)によって発見さ
れ、研究された。ボユックダ
シ、チンギルダグ、ヤズィル
テペの地域では約6000の古代
の絵、石器時代の10以上の古
代人の居住地、住宅、たくさ
んの墓及び他の遺跡がが発見

された。紀元前12千年紀―11
千年紀にチンギルダグはは狩
猟者の部族、キチクダシには
漁師の部族、ボユックダシに
は牧畜者の部族が住んでい
た。先行研究によれば、石器
時代にゴブスタンは、亜熱帯
地方の気候があった。

ボユックダシという山に
古代ローマ人が紀元後1世紀
に遺したラテン語で書かれた
銘刻がある。その銘刻はロー
マ皇帝ティトゥス・フラウィ
ウス・ドミティアヌスの統治
時代（81-96）に属し、第12
ローマの軍団がゴブスタンに
来たことを証明している。そ
れは、コーカサスアルバン国
とローマ帝国の間に経済関係
があったのも明らかにしてい
る。

チンギルダグの地域では
14世紀に属するもう一つの岩

の銘刻がある。それはペルシ
ア語で書かれており、「イマ
ド・シャキは来訪し、祈願
し、去った」という。イマ
ド・シャキという人物が知ら
れていないが、その銘刻にか
らすればこの地域が14世紀に
至聖所であったと判断できる
だろう。

ゴブスタンには２つのガ
ヴァルダシがある。一つがチ
ンギルダグ、もう一つがボユ
ックダシ山である。また、ガ
ヴァルダシはこの地域に住ん
でいた猟師らや牧畜者が使っ
ていたという公算である。何
千年前にこの地域に居住した
我々の祖先がガヴァルダシを
中心に焚き火をし、楽器の伴
奏で「ヤリ」に似たような踊
りをし、それは岩絵が証して
いる。

言語学博士、ガファル・
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ヘリスチ教授（1924-1997)が
チンギルダグという地名の由
来について説を立て、それに
よれば、シャーマンらが儀式
の時に使っていたタンバリン
という意味のテュルク語の「
チンギル」から来ている。従
い、チンギルダグという名前
は直接に自然の楽器―我々が
「ガヴァルダシ」というもの
と関係しいている。そして、
依然はタンバリンに似たよう
な「ドゥングル」というアゼ
ルバイジャンの楽器があった
ことを言っておきたい。

ガヴァルダシは、言わば
統一性のシンボルとして利用
されていたのである。古代人
はそれと隣にお祭や宗教的な
儀式を行ったり、それを中心
に集合したりしていた。ガヴ
ァルダシの他にはあし・革・
木などの原料からできている

楽器も用いられていたことが
明らかである。

有名な政治・社会活動
家、民俗学者であるアリヒ
ュセイン・ダグリ氏(1898-
1981)がは『オザン・ガラヴ
ェリ』という著書の第3巻に
於いてガヴァルダシについて
面白い事実を取り上げてい
る。その著書に入っている『
石の楽器、水の番走者、自然
な歌声』という記事ではグバ
地域で観察していた自然現象
であるトゥック革から聞こえ
る音について記述している。
「そこにキャスナット村の周
辺に不思議な山の川がその急
速な流れで印象的な景色をつ
くっている。水がかたい岩を
貫き、ミナレットの下に流れ
ているかのようである。川を
じっと見つめて聞いてみた
ら、だれかがミナレットの中

で音楽を演奏しているかのよ
うに感じるのである。しか
し、それは流れている水の旋
律的な音だと判明している」
と書いている。

ダグリ氏は、『オザン・
ガラヴェリ』の第3巻に「ラ
ヒ・シェブディズ」という記
事では、かつてバクー附近に
音楽的な石があったと述べて
いる。「問：ゴブスタンには
雲の色の音楽的な石の他に似
たようなものがあるだろう
か？」

「答：私は子供の頃に石
工の隣にいて、彼らを興味深
く見ていた。私は鋤から聞こ
えてくる良く通る、音楽的な
音に耳を傾けていた。私は、
その音が好きになり、忘れた
くなかった。今になっても、
それらのチョングル・サズの
弦からの音を心の中で聞いて
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おり、当時を思い出す。
バクー附近のあの白い石

にはこのような特徴がある。
それは、斧で平坦にするか、
鋤で削る時に、音を出し、不
思議なメロディを思い出させ
る。石工は音楽的な音を出す
石をよく見つける。ソ連時代
前にそのような分かりにくい
現象には注意が払われて居な
かったのである。このような
性質をもつ石の塊がビビ・エ
イビャット駅（旧シフヴェル
ディ駅）の貯水池の近くに昔
からあった。私はその石の歴
史について『未聞の音』とい
う本の「恐ろしい岩」という
スケッチで書いている」。遺
憾ながらも、サズの音を出せ
るその岩が第一次世界大戦の
少し前に壊されたのである。

語源　「ガヴァルダシ」

という単語は二つのテュルク
語から―「ガヴァル」及び「
ダシ」－来ている。ガヴァル
というのは、我々の歌手が用
いていた片面の楽器であり、
「祝祭の器」、「偽造の器」
と意味している。「ダシ」と
いう部分がその楽器が石で作
られることに指している。そ
して、演奏者はこの楽器の上
に2個の小さい石を持って叩
いていた。

ガヴァルダシの音はガヴ
ァルの音に似ていた。だか
ら、12世紀に、ガヴァルダシ
自体が出現した時に、その楽
器がガヴァルダシと名付けら
れた。依然にそれを「ダシ・
アレット」（「石の楽器」）
、「ダシラ・チャリナン・ア
レット」(「石を使う楽器」)
等のように名乗っていた可能

性もある。ガヴァルダシにあ
る程度似ているものは、様々
な国で見られ、それらに「リ
トフォン」（ギリシア語で
lithosが石、phoneが音、即
ち、「音の石」）という科学
的な用語がある。

形態及び利用条件　ガヴ
ァルダシは、貝殻の石炭岩か
らできている。石炭岩の平ら
な形をしており、岩にはただ
2カ所で寄せかけており、空
気の枕に立っているかのごと
くである。ガヴァルダシの石
炭岩での貝殻の密度によっ
て、部分的に様々な音を出せ
る。音の区別は、貝殻の空虚
さ及び多孔性と原因してい
る。古代人は大きい音が出せ
る石をその上に小さな石を叩
くことによって探しており、
色々な音を演じていた。古代

伝統の遺産
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人は一体どうやってガヴァル
ダシを見つけただろうか。

周知のとおり、原始人が
空の石を叩き、木の破片を打
ちながら、最初の体鳴楽器、
つまり調律が少し必要とする
ものを作っていくうちに、そ
のような手段で様々な音が出
せることが分かってきたので
ある。部族の番人が野生動物
の攻撃や他の危険の時にこの
楽器を用いたとの公算があ
る。このように、古代人は初
めてガヴァルダシについて知
ったと言えるだろう。ガヴァ
ルダシは住居地から離れてい
るところにあり、その音が２
，３キロメートルまで聞こえ
るということがこの説を肯定
している。

演奏者は、上に小さな石
を叩きながら、ガヴァルダシ
の音を出すわけである。この
ように、さまざまなトーンと
反響の音を出すことが可能で
ある。

有名な演奏者　1965年に
巨匠演奏者、国の名誉演技
者のチンギズ・メフチエフ
氏(1932-1992)が初めて公衆
にラジオ番組で演じた。ま
た、1978年にアゼルバイジャ
ン放送局の番組においても公
演した。その後、この奇跡の
ような楽器を人民芸術家サデ
ィグ・ザルバリエフ氏、名誉
演技者ナティフ・シリノフ
氏、タイル・ヒュセイノフ
氏、ジャヴァンシル・ガシモ
フ氏、エリデニズ・ハジアガ
エフ氏等も演じた。筆者は、
全ての打楽器の音楽家に一度
でもゴブスタンに来ていただ
き、ガヴァルダシを見て、そ
の音を近くで聞いていただき
たい。
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